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Ⅶ 見本持出関連業務の見直しについて＜2＞   



＜現行＞ 
 「Ｓ１３ 航空輸出貨物取扱等一覧データ」及び「Ｔ２０ 航空輸入貨物取扱等一覧データ」において、 
見本持出許可後に「見本持出取消（ＭＭＣ）」業務が実施された場合と「見本持出確認登録（ＭＭＯ）」 
業務が実施されなかった場合の区別がつかない。 

１．見本持出関連業務の現状及び対応案について（提案済み事項） 

＜次期＞ 
 見本持出許可後に「見本持出取消（ＭＭＣ）」業務が実施された場合は、新規項目に見本持出許可取消
年月日を出力する。 

例：登録許可番号Ａ：見本持出許可後に、ＭＭＣ業務が実施されたもの 
  登録許可番号Ｂ：見本持出許可後に、ＭＭＯ業務が実施されたもの 
  登録許可番号Ｃ：見本持出許可後に、ＭＭＣ業務・ＭＭＯ業務の何れも実施されていないもの 
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航空輸出貨物取扱等一覧データ 
貨物取扱等種別  登録許可年月日 登録許可番号 ・・・ 見本持出年月日 持出先 ・・・ 
    M     ××××      A                               ×××    ××× 
    M     ××××      B          20140901     ×××  ×××  
    M     ××××      C                                 ×××   ××× 

ＡとＣの区別がつかない 

航空輸出貨物取扱等一覧データ 
貨物取扱等種別  登録許可年月日 登録許可番号 ・・・ 見本持出年月日 許可取消年月日 持出先  ・・・ 
    M     ××××      A                    20140902    ×××   ××× 
    M     ××××      B            20140901            ×××   ××× 
    M     ××××      C                           ×××   ××× 

新規項目により、ＡとＣの区別が可能 

※ 本件は第9回ＷＧにおいて提案済みである。 

※上記表示例は管理資料Ｓ１３のものです 

※上記表示例は管理資料Ｓ１３のものです 



２．見本持出関連業務の現状及び対応案について（新規提案事項） 
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プログラム変更要望に基づく追加検討項目：航空／海上共通（貨物） 

区 分 概      要 
1. 検討項目 「見本持出許可申請（ＭＭＡ）」業務の改善 

2. 変更要望 持出先欄を日本語表記可能としてほしい。 

3. 次期仕様 ＭＭＡ業務の入出力項目「持出先」に全角７０桁の日本語入力を可能とする。 
 
＜影響＞ 
 「持出先」項目の属性、桁数を変更することから、自社システムに影響がある。 
 
＜変更対象業務＞ 
 ・見本持出許可申請（ＭＭＡ）業務 
 
＜変更対象帳票＞ 
 ・ＡＡＬ５１０_見本持出許可申請控情報 
 ・ＡＡＬ５１１_見本持出許可通知情報 
 ・ＡＡＬ５１２_見本持出許可貨物情報 
 
＜変更対象管理資料＞ 
 ・Ｓ１３ 航空輸出貨物取扱等一覧データ 
 ・Ｔ２０ 航空輸入貨物取扱等一覧データ 
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２．見本持出関連業務の現状及び対応案について（新規提案事項） 

（ＭＭＡ業務の入力画面） 

（出力帳票例：ＡＡＬ５１０_見本持出許可申請控情報） 

JJJJJJJJJ1JJJJJJJJJ2JJJJJJJJJ3JJJJJJJJJ4JJJJJJJJJ5JJJJJJJJJ6JJJJJJJJJ7 
JJJJJJJJJ8JJJJJJJJJ9JJJJJJJJJ0JJJJJJJJJ1JJJJJJJJJ2JJJJJJJJJ3JJJJJJJJJEJ 

日本語で出力される 

全角70桁の日本語 
入力を可能とする 
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